
令和７年度 とうきょう すくわくプログラム活動報告書 

舟渡保育園 

0 歳児クラス 

１．活動のテーマ 

＜テーマ＞ 

「水」0歳児の手の感覚と感性を水との触れ合いを通して育む 

 

＜テーマの設定理由＞ 

◯園庭やテラス、広い窓辺など水と関わることができる場所、雨など自然現象を感じることができる

園舎の特性を活かし「水」をテーマとして設定する 

〇テーマ設定の理由 

・園庭やテラス、広い窓辺など水と触れ合える環境がある 

・子どもたちは日頃から水の流れや光の反射に興味を持っている 

・水をすくう、叩く、こぼすなどの動きで感覚体験を広げ、喜びや驚きを感じられるため 

 

２．活動スケジュール 

４月 色水が入ったペットボトルに触れる 

５月 非常階段下で水遊び 

6 月 沐浴 

7 月 ウォーターマット、プール(遊具も使って水に触れる) 

8 月  氷遊び 春雨遊び 

9 月 砂場遊び（水の流れや、波紋をみる） 

1 月 雪遊び 水にとろみを付ける 

2 月 つかめる水 

 

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定 

水、色水、氷、雪、とろみ水、掴める水など水の状態や感触が変化する素材を用意した 

合わせて、たらい、コップ、じょうろ、スコップ、プラスチック容器、ペットボトルなどを使用し、水を

すくう・流す・移すなどの操作ができるようにした 

環境面では、戸外や室内にシートやトレーを設置し、安全に水遊びが出来る空間を整えた 

また、水クッションなどのコーナーに配置し、子どもが自ら関われるようにした 

子どもの様子に応じて保育者が安心して素材に触れられるように配慮した 



 

４．探究活動の実践 

＜活動の内容＞ 

年間を通して、水の性質や変化に着目し、子どもが五感を通して探求できる環境を設定した。 

５月は戸外でたらいに水を溜め、水の感触に触れる活動を行い、色水も取り入れることで視覚

的な変化も楽しめるようにした。 

６月は室内にシートを敷いて水遊びを行い、ジョウロやコップ、魚・かに・いかなどの玩具を用い

て、水の動きや浮く、沈むといった現象に触れられるようにした。また、水と海の生き物の入れた

イラストを入れた水クッションを設置し、押すことで変化する感触や視覚的な動きを楽しめる環

境を整えた。 

８月には氷遊びを取り入れ、透明や色付きの氷、水風船を凍らせたものを用意し、冷たさや滑り、

溶ける変化に気付けるようにした。１月には雪遊びを行い、冷たさの体験とともに、お湯を用意

することで温度の違いにも触れられるようにした。さらにとろみ粉を使用したとろみ遊びでは、水

が変化していく過程を体験できるようにし、色を加えることで表現遊びへとつなげた。２月には

つかめる水遊びを行い、水が形を保つ不思議さに触れられるようにした。このように、水の状態

（液体・固体・半固体）や性質の違いに触れられるよう、段階的に活動を展開した。 

 

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞ 

水遊びでは、すぐに手を伸ばして触れようとする子や、保育者に抱かれながら様子をうかがう

子など、一人ひとりが自分のペースで関わる姿が見られた。色水では、不思議そうに見つめな

がらも保育者の動きを模倣し、水をかき混ぜる姿が見られた。 

玩具を取り入れた活動では、浮いているかにをつかまえたり容器に移し替えたりすることを繰り

返し、水の動きや物の変化に関心を持って遊んでいた。じょうろから流れる水に手をかざしたり、

水をすくって流したりするなど、動きのある水に主体的に関わる姿が見られた。 

氷遊びでは、冷たさに驚きながらも手を伸ばし、滑る感触を繰り返し確かめていた。溶けていく

様子をじっと見つめる姿も見られ、変化への気付きが感じられた。雪遊びでは、冷たさを感じて

手を引っ込めたり、冷えた手を保育者に見せたりするなど、自分の感覚を仕草で表現する姿が

見られた。また、お湯に触れることで安心し、温かさを共有する様子も見られた。 

とろみ遊びでは、水が徐々に変化していく様子に気付き、驚いた表情を見せながら手で混ぜた

り触れたりしていた。色を付けた活動では、手形や指跡を付けることで、感触と視覚的な変化の

両方を楽しんでいた。つかめる水遊びでは、形を保って出てくる水を不思議そうに見つめなが

ら、手を伸ばして触れたり、つんつんと指で確かめたりする姿が見られた。 

いずれの活動においても、保育者が触り方や関わり方を示すことで、子どもは安心して模倣し

ながら遊びを広げていた。また、同じ場で遊ぶ中で、他児の様子に気付き、興味を持って関わろ

うとする姿も見られた。 



＜活動の様子の写真＞ 



 

５．振り返り 

＜振り返りによって得た先生の気づき＞ 

水という身近な素材でも、状態や性質を変えることで子どもの興味や関わり方が大きく広がる

ことが分かった。子どもたちは、触れる・見る・繰り返す中で、水の冷たさや動き、形の変化に気

付き、自ら関わろうとする姿を見せていた。 

また、保育者が関わり方を丁寧に示すことにより、子どもは安心して探索し、模倣を通して遊び

を発展させていくことが分かった。子どもの「なんだろう」「触ってみたい」という気持ちを引き出

すためには、無理に関わらせるのではなく、見て感じる時間を保障することの大切さを再認識し

た。 

今後も、子どもの気付きや興味に寄り添いながら、素材の特性を活かした環境構成を工夫し、

主体的な探究活動へとつなげていきたい。 

    


